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雄性不稔カ タバミ を新規教材植物とするための雄性不稔維持系統の育出
Breeding of M aintainer Lines for Male Sterile 0:x;alls cornlculata 
a New Teaching Material. 
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as 
小学校理科 5 年の 「受粉と結実」 の単元で児童は受粉と結実の因果関係を, 実験を通して学ぶ。 そして, ほとんどの教
科書でウリ科植物を教材に取り上げている。 ウリ科植物の単性花が人工授粉などの実験の制御を容易にしているが, これ
らの植物の雌花 の数は雄花の10分の 1 以下で, 授業を雌花の開花 にあわせる必要がある。
雄性不稔のカタバミは完全花を付けるが, 編の中には花粉は存在しない。 あたかも雌花のような花を毎日開花させ, 
「受粉と結実」 の単元の教材植物に最適である。 しかし, 稔性のある花粉を持たない雄性不稔植物には自殖による種子が
ないため, 種子による頒布や系統保存が不可能である。 カタバミの雄性不稔には細胞質遺伝子が関わっているため, 稔性
のある野生型の植物を使って維持系統を作出する可能性がある。 本研究では, 野生型の系統を使った維持系統の作出を試
み, 有益な系続を得ることができた。 
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緒言
小学校学習指導要領第 4節理科 (文科省 2008, 以下, 
「指導要領」) において, 第 5 学年B生命 ・ 地球では 「花
にはおしべやめしべなどがあり, 花粉がめしべの先に付
く とめしべのもとが実になり, 実の中に種子ができるこ
と。」 を学習することと されている。 この学習内容につ
いては, 昭和35年の小学校理科指導書 (文部省1960) で
「かぼちゃなど」 を, 昭和44年の小学校指導書理科編
(文部省1969) では 「雌雄異花」のもの」 を使った学習が




現行の 「指導要領」 の内容の取り扱いでは, 「おしべ, 
めしべ, がく及び花びらを扱う こと。 また, 受粉につい
ては, 風や昆虫などが関係していることにも触れること。」
と されている。 したがって, 花を構成する全ての要素を
備える完全花を扱う ことが望まれていると考えられる。 
一方, 小学校学習指導要領解説 理科編 (文科省 2008, 





















校指導書理科編 (文部省 1969) で, 「自花受粉でない草








の植物は, 雄イ◆ に比べ雌花の数が少ないので, 授業に十
分な数の雄イ◆ と雌花を用意するために株数を増やしたり, 
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象が2 つ存在する。 すなわち, 自家不和合性と, 雄性不


























渥美と笠原は力タバミ ( 0xa1,s cormculata) の雄性不
稔株を 「花から実へ」 の教材に提案した (渥美と笠原
2009)。 中に花粉を全く持たず, 開花時には が白く, 
後に薄茶色に変色する雄性不稔系統 ( 0xKMT-HD, 写
真 1 ) は, 防虫網などで昆虫を阻止すれば決して結実し
ない。 しかし, 不稔の花に花粉を持つ花を押しつけると, 
簡単に受粉し結実する (写真 2 )。系商は白いとは言え, 
おしべはその形態を保っているので, 見かけは完全花で
ある。 しかし, 雄性不稔株の花は擬似的な雌花J と見なせ, 
その個体は雌花を付ける雌株と等価である。 この不稔の
ィ花 を使った 「イ花から実へ」 の実践では, 花粉を持つ野生
型の力タバミの花を押しつけた(受粉させた) 不稔株の花
が処理区とし, 不稔株の花を押しつけたものを対照区と






写真 2 . 維持系統の育出に用いた使用した稔性の花粉
を持つ力タバミの花






童 1 人 1 人に観察と実験を行わせるこ と ができ る




ことは不可能である。 幸いなことに雄性不稔の0xKM T- 
HD株は匍匐する側枝の節ごとに不定根を生じ, 株分け
により系統を維持してきた(写真 1 )。 しかし, 栄養繁
殖による系統保存は種子による保存に比べ, 系統の喪失
のリスクは高い。 OxKMT-HD株の雄性不稔形質は核に
存在する2 つの劣勢遺伝子 (r1と r2) と, 細胞質に存在
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する 1 つの優性遺伝子 [S] に支配されている (森尾
2001)。 すなわち, 雄性不稔の一端を担う細胞質遺伝子
[S] を排除すれば, 核に 2 つの雄性不稔の遺伝子をホ





られる。 最初に, 細胞質の [s ] を排除する。 まず, 雄性
不稔株に稔性のある花粉を作る野生型 (RIR1/R2R2 [F] ) 
の株 (回復系統) の花」粉を交配し, 稔性を回復した遺伝
子型が (Rl r1/R2r2[S] ) の個体をつく る。 この個体の花
粉を, もとの野生型に交配すると細胞質の[s ] を排除




遺伝子座がと も に野生型 と 不稔型のへテロ接合
(Rl r1/R2r2 [F] ) になっている種子が1/4存在するはずで
ある。 ヘテロ接合体の花粉の1/4 は遺伝子型が (r1/r2) 








ホモ接合体 (r l r1/r2r2 [F] ) である種子が1/16の割合で存










最初に, 緑葉系統 0xSIz -KGY株 (写真 2 左) を使っ
て維持系統の育出を3 年次にわたって試みた。 全体で8 
系統のF, 個体を選抜し, 順次 F2 世代を展開し検定交雑
を行った。 第1年には, 2 系統の F2世代の栽培と検定を
中心に1485個体を, 第 2 年にはF3 世代の栽培と検定を
含め7 系統2237個体を, 第 3 年度には5 系統954個体を





しかった (写真 3 )。
赤葉を付け, 側枝が斜行する 0xv 4株 (写真 2 右) を
使って, 維持系統の作出を試みた。 全体で3 系統の F, 
個体を選抜し, 順次 F2 世代を展開し検定交雑を行った。 
第 1 年には, 3 系統の F2世代の栽培と検定の準備を行
い, 第 2 年には 1 系統の F2世代の栽培と検定のために
450個体を, 第 3 年度には2 系統のF3世代の栽培と検定
を る 手
r lr l'2'2 [S] X ♂用用R2R2 [F]不税 総性
開用R2R2 [F] X ♂Rlr lR2,2 [S] 












rl r l r2r2 [S] x cl'' rlrlr2r2 [F] 
質の不tEa因子を [S]、 tEa性因子を [F] と表
維持系統
♀r l r lr2r2 [S]
種子として
写真 3 . 側枝が匍 する不稔株
側枝は容易に隣のポッ トに侵入する。 
図 1 . 維持系続を作出する手順の概略
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行し, 赤葉を付ける不稔株を, 同時に, 選抜していつた。 
選抜 3 代目には側枝が斜行する維持系統の個体が出現し
た。 これを交配して得た不稔株の側枝は, 急角度で立ち
上がるよう になった(写真 4 )。 側枝が斜行すれば, と
なりのポットに侵入したり, そこで発根したりすること
がないのでとても取扱い易く なることが判明した。 











することができると判断された (写真 5 )。 

















本研究において, 雄性不稔系統 0xKMT-HD を使って, 
緑葉 ・ 匍匐枝を持つ系統と赤葉 ・ 斜行枝を持つ系統から
それぞれの特徴を持った維持系統と不稔系統を育出する
ことができた。 さらに, 2 つの維持系統を交雑して, 緑







の 1 より高い頻度で得られると期待した。 第1 年中の
v 4の実験のように維持系統が全く得られないことは予
想しがたかった。 しかし, 上述のよう な結果となったの
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